






要約:川崎病による冠動脈障害例のうち,2 回以上の冠動脈造影を受けた 330 例を対象に検

討した。造影上異常なしと判定された冠動脈の部位から後期に至って障害の出現を認めた

例が,このうち 2.1%に認められた。川崎病発症から造影上の障害出現までの期間は,平均

8.9 年であった。この検討結果からは,少なくとも,冠動脈の所見に異常のないことをもっ

てその後の経過観察を安易に打ち切ることをしないのが,少なくとも当面は無難であると

考えた。 


